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少年男子　クロスカントリー・リレー　
（左から）堀部慈生・畠山侑也・小森克樹・山田龍輔

女子　クロスカントリー・リレー　
（左から）山田智子・本田千佳・佐藤葵・石垣寿美子

成年男子　クロスカントリー・リレー　
（左から）土濃塚悠成・湊祐介・田中聖土・佐藤太一

成年男子Ｂ　ジャイアントスラローム
３位　中村和司（秋田ゼロックス㈱）

〔写真提供：秋田魁新報社〕

〔撮影：県体協〕
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「競技力向上に全力を」　　秋田県体育協会　会長　小笠原　直　樹
　新型コロナウイルスの猛威が止まらない。この「スポーツ秋田」が手元に届
く頃には、終息か、さらなる拡散か、方向性が見えているだろうか。社会や経
済への影響はすさまじく、暮らしの危機が迫っている。
　スポーツ界への影響も甚大だ。プロスポーツは無観客試合、延期、中止など
の対応を強いられ、昨年秋のラグビーワールドカップ日本開催で一気に盛り上
がった国内のスポーツ熱は、頭から冷水を浴びせられた。
　プロだけではない。春のセンバツ甲子園をはじめ、高校スポーツの春の全国
大会は、おしなべて中止に追い込まれた。県内でも、年度末に秋田市で開催さ
れる魁星旗争奪剣道大会が中止を余儀なくされた。ジュニアの競技力向上が最
大課題の本県にとって何より手痛いのは、小中高の一斉臨時休校で運動部の活

動が大きな制約を受けていることだ。例年なら新年度を目前に練習や対外試合などに打ち込む時期だが、今
春はチームや部員が集う機会すら制限され、自主トレをするにも施設や練習場所に困っている。
　７月 24日開幕予定の東京五輪・パラリンピックにも、その開催を不安視する声が出始めた。五輪開催も
さることながら、本県にとって注目されるのは、五輪終了後に予定されている日・韓・中ジュニア交流競技
会秋田大会である。４月下旬には実行委員会を立ち上げる。
　この大会には陸上競技やサッカーなど 11競技に各国の代表チームが参加し、地元開催地枠として本県代
表チームも参戦する。本県のジュニア選手が、国際レベルの競技会で力を試すことができるメリットは大きい。
　日韓中３国間には微妙な外交問題も絡むが、ぜひ開催にこぎ着けたいと願う。
　昨年の茨城国体で本県の総合成績は振るわなかった。成年男子バスケットボールの国体３連覇など成年種
目では目を見張る成果もあったが、総合成績は 44位で過去最低。少年種別に限ってみると 47位で全国最下
位だった。天皇杯を勝ち取った平成 19年秋田国体の遺産はとうについえたと見なければならない。現状の
ままでは「スポーツ立県秋田」の名が廃る。関係者が結束して創意工夫を凝らし、新型コロナウイルスなど
の難敵をはねのけてジュニアの競技力向上を目指したい。

令和２年度主要行事予定
年　　月　　日 行　　　　　　事 会　　　　　場

R2. 4.20 ㈪ 加盟団体事務局長会議 秋田県スポーツ科学センター

R2. 6. 5 ㈮ 第１回定例理事会 秋田県スポーツ科学センター

R2. 6.23 ㈫ 定時評議員会、受賞者祝賀会 秋田キャッスルホテル

R2. 8.21 ㈮～23 ㈰ 第75回国民体育大会東北ブロック大会兼
第47回東北総合体育大会 山形県内

R2. 8.23 ㈰～29 ㈯ 第28回日・韓・中ジュニア交流競技会秋田大会 秋田市　湯沢市　由利本荘市　三種町

R2. 9. 1 ㈫
第２回定例理事会 秋田県スポーツ科学センター

第75回国民体育大会秋田県選手団結団式 秋田市文化会館

R2.10. 3 ㈯～10.13 ㈫ 第75回国民体育大会本大会 鹿児島県内

R3. 1.27 ㈬～ 1.31 ㈰ 第76回国民体育大会冬季大会
（スケート・アイスホッケー競技会）

愛知県名古屋市
岐阜県恵那市

R3. 2.18 ㈭～ 2.21 ㈰ 第76回国民体育大会冬季大会（スキー競技会） 鹿角市

R3. 3上旬　 第３回定例理事会 －

R3. 3下旬　 臨時評議員会 －
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【スケート競技】　　　　青森県八戸市・三沢市　令和２年１月29日㈬～２月２日㈰
【アイスホッケー競技】　青森県八戸市・南部町　令和２年１月29日㈬～２月２日㈰
【スキー競技】　　　　　富山県富山市・南砺市　令和２年２月16日㈰～19日㈬
　　　　　　　　　　　　　○アルペン（ジャイアントスラローム）：たいらスキー場
　　　　　　　　　　　　　○クロスカントリー：たいらクロスカントリーコース
　　　　　　　　　　　　　○コンバインドクロスカントリー：あわのす平クロスカントリーコース
　　　　　　　　　　　　　○スペシャルジャンプ・コンバインドジャンプ：富山県スキージャンプ場　立山シャンツェ
【入賞一覧】

順　位 得　点 種　　別 種　　　　目 氏　　　名 所　　　　　属

１　位
8.0 成年女子Ｂ ジャイアントスラローム 向　川　桜　子 秋田ゼロックス㈱
8.0 少年女子 ジャイアントスラローム 石　塚　　　結 角館高校
8.0 少年女子 クロスカントリー 本　田　千　佳 花輪高校

２　位 7.0 成年男子Ｂ コンバインド 湊　　　祐　介 シード㈱
7.0 成年女子Ｂ クロスカントリー 石　垣　寿美子 秋田ゼロックス㈱

３　位

6.0 成年男子Ｂ ジャイアントスラローム 中　村　和　司 秋田ゼロックス㈱
6.0 少年女子 ジャイアントスラローム 水　谷　美　穂 角館高校

6.0 成年男子 クロスカントリー・リレー

土濃塚　悠　成 日本大学
田　中　聖　土 自衛隊体育学校
佐　藤　太　一 秋田県体育協会
湊　　　祐　介 シード㈱

6.0 少年男子 クロスカントリー・リレー

堀　部　慈　生 秋田北鷹高校
畠　山　侑　也 花輪高校
小　森　克　樹 秋田北鷹高校
山　田　龍　輔 秋田北鷹高校

6.0 女子 クロスカントリー・リレー

山　田　智　子 秋田北鷹高校
本　田　千　佳 花輪高校
佐　藤　　　葵 早稲田大学
石　垣　寿美子 秋田ゼロックス㈱

４　位 5.0 成年男子Ａ スペシャルジャンプ 宮　﨑　敬　太 東海大学

５　位
4.0 成年男子Ａ スペシャルジャンプ 馬　淵　　　源 秋田ゼロックス㈱
4.0 少年男子 コンバインド 木　村　航　大 花輪高校
4.0 少年女子 クロスカントリー 山　田　智　子 秋田北鷹高校

６　位 3.0 成年男子Ｂ スペシャルジャンプ 湊　　　祐　介 シード㈱
5.0 少年男子 スペシャルジャンプ 小　舘　冬　歩 花輪高校

８　位

2.0 成年男子Ａ クロスカントリー 田　中　聖　土 自衛隊体育学校
1.0 成年男子Ｃ ジャイアントスラローム 生　田　康　宏 東京美装興業㈱
2.0 成年男子Ａ コンバインド 木　村　吉　大 専修大学
2.0 少年男子 コンバインド 安　保　　　光 花輪高校

９　位
2.0 少年男子 クロスカントリー 畠　山　侑　也 花輪高校
1.0 成年男子C クロスカントリー 髙　畑　政　弘 鹿角広域行政組合消防本部
1.0 少年男子 ジャイアントスラローム 田　口　　　慧 角館高校

入賞数：20（昨年24）　※９位以降は入賞に含まず

←入賞者が同県３名以上の場合に同県上位２名のみ配点として次位の選手を繰り上げ配点するため加点

○第75回国民体育大会冬季大会スケート競技会　総合成績
男女総合成績（天皇杯）・得点　　33位　　10.0点　〔うち参加得点10.0点〕
女子総合成績（皇后杯）・得点　　25位　　10.0点　〔うち参加得点10.0点〕
○第75回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会　総合成績
男女総合成績（天皇杯）・得点　　12位　　10.0点　〔うち参加得点10.0点〕
○第75国民体育大会冬季大会スキー競技会　総合成績
男女総合成績（天皇杯）・得点　　４位　 114.0点　〔うち参加得点10.0点〕
女子総合成績（皇后杯）・得点　　１位　　57.0点　〔うち参加得点10.0点〕
○第75回国民体育大会冬季大会　総合成績
男女総合成績（天皇杯）・得点　　９位　 134.0点　〔うち参加得点30.0点〕
女子総合成績（皇后杯）・得点　　７位　　67.0点　〔うち参加得点20.0点〕
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開催地：新潟県妙高市　　　会　期：令和２年２月３日㈪～７日㈮　　　　　　　  ※○数字は学年　　　　※スキーは10位以内が入賞
　○アルペン（スラローム・ジャイアントスラローム）：赤倉観光リゾートスキー場
　○クロスカントリー・コンバインドクロスカントリー：赤倉観光リゾートクロスカントリーコース
　○スペシャルジャンプ・コンバインドジャンプ　　　：妙高高原赤倉シャンツェ
№ 順位 種　　　　　目 種別 学　　校　　名　　・　　名　　前　　・　　学　　年
1 １位 ノルディックコンバインド 男 花　　輪 木村　幸大 ③
2

３位

スラローム 女 角　　館 石塚　　結 ③
3 スラローム 男 角　　館 田口　　慧 ③
4 ジャイアントスラローム 女 角　　館 石塚　　結 ③
5 クロスカントリー５㎞フリー 女 花　　輪 本田　千佳 ③
6 クロスカントリー10㎞フリー 男 秋田北鷹 山田　龍輔 ②
7

４位
ジャイアントスラローム 男 角　　館 田口　　慧 ③

8 クロスカントリー・リレー10㎞×４ 男 秋田北鷹
堀部　慈生 ② 上平　晃也 ③ 小森　克樹 ③
山田　龍輔 ②

9 ５位 クロスカントリー・リレー５㎞×３ 女 秋田北鷹 近藤さくら ① 畔上　凜花 ① 山田　智子 ①
10 ６位 クロスカントリー・リレー５㎞×３ 女 花　　輪 澤田　羽夏 ② 黒澤　南帆 ③ 本田　千佳 ③
11

７位
クロスカントリー10㎞クラシカル 男 秋田北鷹 山田　龍輔 ②

12 クロスカントリー・リレー10㎞×４ 男 花　　輪
藤田　海輝 ③ 畠山　侑也 ② 木村　直希 ③
木村　幸大 ③

13

８位

ノルディックコンバインド 男 花　　輪 小舘　冬歩 ③
14 ジャイアントスラローム 男 角　　館 大津　歩夢 ②
15 クロスカントリー10㎞フリー 男 花　　輪 畠山　侑也 ②
16 クロスカントリー５㎞フリー 女 秋田北鷹 畔上　凜花 ①
17

９位
スペシャルジャンプ 男 花　　輪 小舘　冬歩 ③

18 スラローム 男 角　　館 大津　歩夢 ②
19 ノルディックコンバインド 男 花　　輪 木村　航大 ②
20

10位
クロスカントリー５㎞クラシカル 女 花　　輪 本田　千佳 ③

21 クロスカントリー５㎞フリー 女 秋田北鷹 山田　智子 ①
22 ４位

学　校　対　抗

男 花　　輪
23 ５位 女 角　　館
24 ６位 男 角　　館
25

７位
男 秋田北鷹

26 女 花　　輪
入賞数：26（昨年21）

開催地：新潟県　　　会期：令和２年２月５日㈬～８日㈯　　　　　　　　　　　  ※○数字は学年　　　　※スキーは10位以内が入賞
　○アルペン（スラローム・ジャイアントスラローム）：野沢温泉スキー場カンダハーコース
　○クロスカントリー・コンバインドクロスカントリー：野沢温泉南原クロスカントリーコース
　○スペシャルジャンプ・コンバインドジャンプ　　　：野沢温泉シャンツェ
№ 順位 種　　　　　目 種別 学　校　名　・　名　前　・　学　年
1

２位
クロスカントリー2.5㎞クラシカル 女 八 幡 平 畠山　香恋 ③

2 スペシャルジャンプ 男 小　　坂 成田　　絆 ②
3 ノルディックコンバインド 男 小　　坂 成田　　絆 ②
4 ３位 クロスカントリー2.5㎞フリー 女 八 幡 平 畠山　香恋 ③
5 ４位 スペシャルジャンプ 男 十 和 田 湯瀬　一磨 ②
6 ６位 クロスカントリー2.5㎞クラシカル 女 大 館 東 小鮒　玲愛 ③
7

９位
ジャイアントスラローム 男 城　　南 遠藤　暢人 ③

8 クロスカントリー５㎞フリー 男 鷹　　巣 藤本　孝輔 ②
入賞数：８（昨年９）　　※男子リレー５㎞×４及び女子リレー３㎞×４は雪不足のため競技中止
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 おめでとう！３年ぶり女子総合優勝 !!!
　今年は、全国的に雪不足で各地で各種大会・イベント事業が中止に
なっている中、２月 16 日～ 19 日まで第 75 回とやま・なんと国体
2020 が地元関係機関の努力で開催される運びとなり、競技人として
感動・感謝した国体となりました。
　競技初日の男子クロスカントリーで勢いに乗り損ね点数を大きく伸
ばす事が出来ず重苦しいスタートになりました。
　その夜の本部ミーティングで今日は今日、明日は明日と気持ちを切
り替えて頑張ろうと心を一つに再度、団結することができました。各
セクションのミーティングで監督からアドバイスを受け選手の心に変
化が生じたものと思います。

　競技二日目、前日の重苦しい空気を吹き飛ばす神がかり的な大活躍を女子選手達がやってくれました。
　アルペン成年女子Ｂの向川桜子が優勝。　少年女子の石塚結が優勝、同じく水谷美穂が３位。クロスカントリー成年女子Ｂ石垣寿美子が準優勝、
少年女子の本田千佳が優勝、同じく山田智子が５位と大活躍で本部は歓喜の嵐で盛り上がりました。
　捨てる神あれば拾う神あり、天国と地獄の日替わりでありました。この日で皇后杯の２位に 10点の差を付け皇后杯の優勝を決めることができ
ました。最終日の女子リレーでも個々の選手の持ち味を充分発揮し堂々３位に入賞。
　神様、仏様。女子最高、やった、やったの歓喜で締めくくる事が出来ました。
　今年の秋田県選手団は、以前にまして最後まで諦めず死力を尽くした結果、３年ぶりの皇后杯獲得、女子総合優勝に結びついたものと感じます。
　これに満足せず高みを目指し次年度の第 76回国民体育大会冬季大会秋田大会で二連覇を目指します。
　しかし、課題も残りました。成年女子Ａ、特に大学生の競技力の低下、また、北海道、長野県に比べ選手層の薄さ、選手の底辺拡大と発掘、競
技力向上に時間がかかりそうです。
　最後に応援して下さった全ての関係各位の皆様に感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。

１．レース前やレース中、特に意識したこと

　レース中に意識したことは自分のペースを守っていくことです。
レース前半では、後ろに追い付かれる場面もありましたが、そこで焦
らず最後まで自分のペースを守るために、まわりの選手は気にせず、
自分の滑りだけに集中しました。

２．優勝しての感想

　いつも応援して下さっている県民の皆様に、優勝という一番いい結
果で感謝の気持ちを伝えられたことがとても嬉しいです。また、今回の大会は雪不足で雪入れやコース整備など、多くの富山県民の皆様の力を
借りて行うことができたので、秋田県だけでなく富山県の皆様にも結果で感謝の気持ちを伝えられたのはとても嬉しいです。

３．勝因について

　自分の体調が良かったこともありますが、滑るスキーとグリップが丁度良かったことが勝因としては大きいと思います。クロスカントリーは
天候に合わせて板を作るのがとても難しいです。秋田県スタッフの皆様の力強いサポートのおかげで、最高のスキーでレースをすることができ
ました。

４．普段の練習で気をつけていること

　普段の練習で気をつけていることは、メリハリをつけることです。ただ長い時間練習するのではなく、長時間の練習の中で特に集中するポイ
ントを決めて練習するようにしています。そうすることで、練習にメリハリができ、より中身の濃い練習をすることができたと思います。

５．今後の抱負（目標）

　今シーズンは思ったように滑れず、シーズン全体としてあまり良い結果を残すことができませんでした。しかし、今シーズン初めて海外でのレー
スを経験し、自分に足りないところを見つけることができました。オフシーズンでは足りない部分を少なくして、来シーズンはまた挑戦してい
く気持ちを持ってスキーに向かっていきたいです。

スキー選手団スキー選手団スキー選手団
畠山　芳彦　総監督畠山　芳彦　総監督畠山　芳彦　総監督
（大館スキークラブ）（大館スキークラブ）（大館スキークラブ）

クロスカントリー競技クロスカントリー競技クロスカントリー競技
少年女子少年女子少年女子
本田　千佳　選手本田　千佳　選手本田　千佳　選手
（秋田県立花輪高等学校）（秋田県立花輪高等学校）（秋田県立花輪高等学校）

上段：畠山　芳彦（はたけやま　よしひこ）総監督【大館スキークラブ】
下段：本田　千佳（ほんだ　ちか）選手【秋田県立花輪高等学校３年】

最終日、全種別３位となったリレーチーム 表彰式で女子総合優勝の賞状を掲げる畠山総監督 女子総合優勝の賞状
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１．レース前やレース中、特に意識したこと

　海外でのレースが続いており疲労が溜まっていたため、レース前は
とにかくフレッシュな状態を作るために、食事・睡眠、身体のケアな
ど自分ができる準備を最大限しました。ただ、日本に帰ってきて秋田
の皆さんと久しぶりに会うことが出来た安心感で気持ち的にリフレッ
シュできました。

２．優勝しての感想

　雪不足で開催が危ぶまれていた富山・南砺スキー国体でしたが、関係者の方々の強い思いとご尽力で開催していただき、多くの方々のたくさ
んの思いが詰まった国体で優勝できたことは単純に嬉しく思います。競技をやっている以上、滑りと結果で恩返しをしたいという私の思いも届
いていれば幸いです。

３．勝因について

　レースに向けて最大限の準備ができました。また、監督をはじめとする心強いコーチの方々の応援と的確なアドバイスを踏まえた上で、スター
トからゴールまで冷静に滑り切れたことが優勝という結果に繋がったと思います。

４．普段の練習で気をつけていること

　限られた時間の中で確実にレベルアップをしていくために、とにかくできる準備をして練習に取り組みます。毎日目標を定めるようにし、そ
の日の目標を明確にして練習することでぶれることなく練習に集中することができます。

５．今後の抱負（目標）

　長年目標にしているワールドカップや世界選手権で結果を出し、２年後の北京オリンピックま
で全力で戦い抜きたいです。

１．レース前やレース中、特に意識したこと

　オフシーズンに、年１、２回栄養指導（長嶋智子教授：聖霊女子短
期大学）をしていただきました。選手として食べ物に気をつけながら
生活し、国体に備えてきました。
　とにかくクローチングを組んでスピードを出すことを意識しまし
た。大会当日のコースは、連日の降雪により、雪が遅い（雪質）とい
うことは、藤木先生に言われていたので、それをインスペクション
（コースの下見）で確認し、自分からスピードを作り出すために、急斜

面でも組めるところは、少しでも姿勢を低くしてとにかくクローチングを組むように心掛けました。

２．優勝しての感想

　素直に嬉しいです。高１から秋田県代表として国体に参加してきましたが、全然良い成績を残すことができていなかったので、今回はお世話
になっている秋田県に恩返しできたことを嬉しく思っています。
　国体は大会の時や表彰式に、成年の選手や秋田県スキー連盟、秋田県体育協会の方々が、たくさん応援に来てくれました。特に表彰式ではた
くさんの大人の方々が来てくれて祝福していただきました。昨年の秋田インターハイ優勝の時とはまた違った雰囲気で、盛大に祝福していただ
いて嬉しかったです。

３．勝因について

　視界不良という悪条件をポジティブに捉え、自信をもってスタートバーを切るように心掛けたことです。ゴールまで自信をもって力強い滑り
ができました。

４．普段の練習で気をつけていること

　１本１本、本番だと思い緊張感をもって集中して滑ることです。スタートする前に無線で藤木先生からアドバイスをもらうのですが、それを
頭の中で整理して滑っています。

５．今後の抱負（目標）

　勝つことにこだわりを持ち、成績を積み重ねていく中で、国内外の大きな大会で勝てるようになることです。
　具体的には、今春から早稲田大学に進学しますが、大学では、まずインカレで優勝。そしてユニバーシアードと世界ジュニアに出場することです。
そのあとは大きな目標として、全日本選手権で優勝することです。そうすればオリンピックが見えてくると思います。あとは来年から秋田県で
２年連続して開催される予定の秋田国体でまた優勝できたら良いな、と思います。

アルペン競技アルペン競技アルペン競技
成年女子Ｂ成年女子Ｂ成年女子Ｂ
向川　桜子　選手向川　桜子　選手向川　桜子　選手
（秋田ゼロックス株式会社）（秋田ゼロックス株式会社）（秋田ゼロックス株式会社）

アルペン競技アルペン競技アルペン競技
少年女子少年女子少年女子
石塚　結　選手石塚　結　選手石塚　結　選手
（秋田県立角館高等学校）（秋田県立角館高等学校）（秋田県立角館高等学校）

上段：向川　桜子（むこうがわ　さくらこ）選手【秋田ゼロックス株式会社】
下段：石塚　　結（いしづか　ゆい）選手【秋田県立角館高等学校３年】

男女総合４位！
女子総合優勝‼

大会２日目、入賞ラッシュだったアルペンチーム安定した活躍をおさめたジャンプコンバインドチーム

女子総合優勝の原動力であった
左から石塚、向川、水谷、藤木コーチ



8

　令和元年 11月 23日（土）秋田市北部市民サー
ビスセンター（キタスカ）において第 17期秋田
県中学生強化選手指定証交付式を挙行しました。
　平成 23年度にスタートした中学生強化選手制
度は今回で17期目を迎え、令和の新しい時代入っ
てからは２回目の指定となります。秋田県、秋田
県教育委員会及び秋田県体育協会が３者連名で指
定する「中学生強化選手」は、各競技団体が主催
する高校生との合同練習や合宿、県体育協会が主
催する競技力向上研修、パフォーマンステスト、
トレーニング研修等に参加できるほか、医・科学
に関するサポートを受けることができます。
　指定証交付式では、堀井啓一副知事から選手一
人ひとりへ激励の言葉とともに指定証が交付され
ました。その後、中学生強化選手を代表し、ライ
フル射撃競技の榎春音（秋田大学教育文化学部附
属中学校２年）が「喜びとともに身が引き締まる
思い。」「世界の舞台でも戦えるよう成長していき

たい。」と強化選手としての意気込みを語ってく
れました。
　今回は、ソフトテニス、相撲、柔道、ライフル
射撃の４競技 25名を新たに指定し、第 17期ま
でに延べ 958 名が指定を受けています。この制
度からは高校進学後に全国制覇を成し遂げる選手
も生まれており、現在在籍している中学生 185
人もそれに続けと日々研鑽を重ね頑張っていま
す。

指定証を交付する堀井副知事 決意表明をする榎選手

　指定証交付式が行われた令和元年 11月 23日（土）の午後、同会場２階にて秋田県中学生強化
選手のメディカルチェックを行いました。今回は秋田県体育協会医科学委員を中心にドクター９名
と、２名の看護師の方々にご協力いただき、血液検査、関
節可動域のテスト（立位、座位、伏臥位、仰臥位）、運動機
能テスト、超音波診断、問診を行いました。各検査会場で
は検査を行いながら、選手のコンディションを確認し、即
時評価とアドバイスを行い今後のトレーニングや生活に活
かしてもらえるようにしています。
　また、詳しい検査結果が出た後で、（今回は２月２日（日）
に実施）選手・保護者・指導者を対象に、スポーツドクター
によるきめ細かな個別のフィードバックと理学療法士によ
る関節可動域等のセルフチェックの指導やパフォーマンス
向上に必要なたくさんのアドバイスを頂きました。これを
活かして秋田県中学生強化選手が更なる飛躍を遂げてくれ
ることを期待しています。

超音波診断

ドクターからのフィードバック
理学療法士による指導
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　秋田県、秋田県教育委員会及び秋田県体育協会が３者連名で指定する「秋田県中学生強化選手」は、各競技団体が主催
する高校生との合同練習や合宿、秋田県体育協会が主催する資質向上研修、体力測定、トレーニング研修等に参加できる
ほか、医・科学に関するサポートを受けることができ、現在 17期目を迎え入れ、185名の選手が在籍しています。秋田
県中学生強化選手とその保護者が１年間で受けられる様々なプログラムを今年度の活動を振り返りながら紹介します。

◇６月　「指定証交付式」「メディカルチェック」「保護者プログラムメンタル講話・栄養講話」
　指定された強化選手の保護者は、指定証交付式のあとメンタルトレーニング講話を受講
できます。今年度は「選手のやる気が高まる環境作りと心理的サポート」と題して、選手
を一番近くで支える保護者が活用できるメンタルトレーニングプログラムについて、お話
していただきました。講師を務めた小倉晃輔氏からは、効果的な声がけと保護者自身のポ
ジティブな思考を大事にするようアドバイスをいただきました。

　メンタルトレーニング講話のあとは、男子選手と女子選手に分かれて性別に特化したス
ポーツ栄養学講話を受講できます。今年度男子選手は、主に体作りについて、女子選手は
貧血予防や女子選手のエネルギーバランスなどをお話いただきました。男女ともに、成長
期は大人よりも多くの栄養素が必要であることを確認し、選手の１日に必要な炭水化物摂
取量等を計算しました。また、他競技の保護者との情報交換も出来る貴重な時間となりま
した。

◇８月　「競技力向上研修Ⅰ」
　競技力向上の土台となる「気持ち」「思考力」「主体性」にフォーカスした競技力向上研
修Ⅰを受講できます。今後メディアにインタビューされた時に堂々と対応できるよう訓練
する「メディアトレーニング」や、コミュニケーション能力を育む「チームビルディング」、
集中力を養う「座禅」、オリンピアンからの講演「アスリート講話」など、毎年多種多様
なプログラムで選手の資質向上の一助となっている合宿研修です。今年度のアスリート講
話は、ロンドンオリンピック金メダリストの小原日登美選手から「夢を信じること」の大
切さをお話いただきました。

◇ 11 月　「パフォーマンステスト」
　科学的根拠に基づいた運動能力テスト「パフォーマンステスト」を受講できます。ハイパワー、
ミドルパワー、ローパワーの測定に加え、アジリティ、柔軟性のチェックを行います。選手に
は即日フィードバックが行われ、自分の弱点を確認する事ができます。また、メンタルテスト
も実施され、競技に向かう上での心の状態を知ることができ、選手たちからは毎年好評です。
定期的な測定で、自分自身の成長を可視化できる絶好の機会です。

◇２月　「競技力向上研修Ⅱ」
　パフォーマンステストで浮き彫りになった弱点の克服のための「競技力向上研修Ⅱ」を受講
できます。今年度は、残念ながら開催することはできませんでしたが、体幹トレーニングとア
ジリティトレーニング、午後からは競技特性を考慮し、より競技に特化した様々なトレーニン
グを企画しておりました。来季に向けて良いスタートがきれるよう、秋田県高等学校強化拠
点校選手とともに切磋琢磨できるトレーニング研修です。
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　中学生活３年間で全国大会出場を経験し高校での活躍が期待される３名の選手に、中学校生活で学んだことや
今後の目標など６つのことを聞いてみました。

①兄がスキーをやっているのを見て、楽しそうだったからです。
②クロスカントリースキーは、雪質など毎日変化していく厳しい環境の中で行われる競技ですがその中
で自分の納得のいく滑り、納得のいく結果が出せた時は、達成感を感じることができます。
③今年の全国中学校スキー大会です。１年間目標にしていた全国の表彰台に登ることができたからです。
　また、レース中にはたくさんの方々から応援を頂き、この結果はまわりの人たちの支えがあったから
だと改めて感じることができたからです。
④目標に向かって努力し続けることの大切さです。クロスカントリースキーを通じて、悔しかった日や
泣きたくなる日もありましたが、最後までやり抜き、目標を達成することができました。
⑤インターハイや国民体育大会に出場し、優勝することです。全国中学生大会で果たせなかった「優勝」
を高校では成し遂げたいです。
⑥ Jr オリンピックなどまだ大会はあるので、１つ１つの大会を全力でやり抜き、来シーズンに繋げた
いです。

①はじめは親のやっていたところを見て遊びでやっていた。その後地元の市民大会に出場して、「楽しい！この競技をしたい！」と
思い、スポ少に入団したのが競技を始めたきっかけです。
②毎回違う条件（ポールセット、雪質、斜度）を滑ることが出来るので、見ている人も、滑っている自分も楽しめるのが一番の魅力です。
③一番心に残っているのは中学２年、３年生の全国大会です。県大会や東北大会では自信を持ってスタートバーをきり、納得のい
く滑りができ上位に入ることができましたが、全国大会では自分の実力を発揮できず、順位も滑りも納得出来ない結果になって
悔しい思いをしたからです。
④３年間で様々な大会に出場し、メンタル面の強さの必要性を学びました。メンタル面が滑りや結果につながることから、このま
まではトップは狙えないと思うので、自分よりも速い選手が出場する大会にたくさん出場し、メンタルを強化していきたいです。
⑤インターハイ、高校選抜、国体での優勝。全日本選手権入賞。
⑥去年、今年の悔しさと、自分に関わってくださる人への感謝の気持ちを忘れずに大会に臨める選手になりたいです。高校では、
自分の実力で全国のトップに立てるように日々の練習を頑張りたいです！メンタルを強くし、自信を持てるようになりたいです。

①兄が相撲をやっていたという影響があり、小学１年生から一緒に練習するようになったことがきっか
けです。
②体・技の強化だけではなく心の強化を共に出来ることです。また克己ということが大切なことだと思
うのと、より、自分を成長させることが出来ることです。
③全国大会での予選です。負けてしまい悔しかったのですが、この気持ちが自分を奮い立たたせてくれ
ました。
④感謝の心です！ライバルの存在、コーチの指導、家族、全てが今の自分につながっていると思います。
　そのため、周りの方々には感謝を結果で伝えれるようにしていきたいです。
⑤インターハイで活躍することです。全国中学校大会で悔しかった思いをもう一度、全国の舞台で晴ら
せるように頑張りたいです。
⑥今までの経験を自信に変えて活躍できるように頑張りたいです。インターハイを目標にしてさらに自
分を成長させていきたいです。

畠畠
はたけやまはたけやま
山山　香香

かれんか れ ん
恋恋　選手　選手

八幡平中学校３年八幡平中学校３年

樽樽
たるたに
谷谷　奏奏

かのんか の ん
音音　選手　選手

仁賀保中学校３年仁賀保中学校３年

柴柴
しば たし ば た
田田　林林

りんたり ん た
太太　選手　選手

阿仁中学校３年阿仁中学校３年

クロスカントリースキークロスカントリースキー
全国大会準優勝!全国大会準優勝!

アルペンスキーアルペンスキー
東北大会準優勝!東北大会準優勝!
全国大会出場!全国大会出場!

相撲相撲
東北大会３位!東北大会３位!
全国大会出場!全国大会出場!

Q

①そのスポーツとの出会い・きっかけは？
②競技の魅力・醍醐味とは？
③中学校３年間で心に残っている試合や大
会はありますか？
④競技を通じて学んだこと・中学校生活で
得たものは？
⑤高校での目標は？
⑥これからの抱負
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　新年度に向け、初めてスポーツを始める人や、競技の転向を考える人が多くなる年度末ですが、秋田県体育協会
と競技団体が連携し、ジュニアスポーツの体験会を随時開催しております。各競技には専門家がおり、丁寧に指導
してくださいますので初心者でも安心です。複数人での申込みも可能ですので、気軽に参加してください。

各体験会の詳細は秋田県体育協会のホームページで定期更新されますのでチェックしてみてください。
体験申し込みは秋田県体育協会のホームページからお願い致します。
問い合わせ先　公益財団法人　秋田県体育協会　　担当　大貫
mail：akitaikyo.trial@gmail.com  

沢山のご参加
お待ちして
おります！

mail：akitaikyo.trial@gmail.com  mail：akitaikyo.trial@gmail.com  
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令和元年度
─────── 人 見 ス ポ ー ツ 賞 受 賞 者 ───────
　『成績だけでなく、当該年度に、スポーツのよさ、美しさ等を発揮して県民に深い感動を与え、強
く心をひきつけたもの』

○個人の部
鈴
すず
木
き
優
ゆう
花
か
（陸上競技　大東文化大学２年）

　・第30回ユニバーシアード夏季大会　女子ハーフマラソン　１位

○団体の部
北都銀行バドミントン部　永

なが
原
はら
和
わ か な
可那 ・ 松

まつ
本
もと
麻
ま
佑
ゆ
 組

　・第25回世界バドミントン選手権大会　女子ダブルス　１位

─────── 畠 沢 国 体 賞 受 賞 者 ───────
　『国民体育大会において優秀な成績を収め、本県スポーツの振興に著しく貢献したもの』

○個人の部
関
せき
本
もと
萌
もえ
香
か
（早稲田大学２年）

　・第74回国民体育大会　陸上競技　成年女子400ｍハードル　１位

○団体の部
　バスケットボール競技　秋田県成年男子チーム（JR東日本秋田）
　・第74回国民体育大会　成年男子　１位

─────── 辻ジュニアスポーツ大賞受賞者 ───────
　『技量優秀で、将来性が認められるもの』

○個人の部
内
ない
藤
とう
晴
はる
樹
き
（バスケットボール競技　城東中学校３年・ノーザンハピネッツU15）

　・ＢリーグＵ15オールスターゲーム　 ＭＶＰ
　　城東中学校 － 東北中学校大会　３位

○団体の部
　秋田アスレティッククラブ　フリーリレーチーム　競泳
　・第42回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
　　男子10才以下200ｍフリーリレー　１位

【写真提供：秋田魁新報社、B.LEAGUE、秋田アスレティッククラブ】

　・第30回ユニバーシアード夏季大会　女子ハーフマラソン　１位

　・第74回国民体育大会　陸上競技　成年女子400ｍハードル　１位

　・ＢリーグＵ15オールスターゲーム　 ＭＶＰ
　　城東中学校 － 東北中学校大会　３位

　・第25回世界バドミントン選手権大会　女子ダブルス　１位

　バスケットボール競技　秋田県成年男子チーム
　・第74回国民体育大会　成年男子　１位

　秋田アスレティッククラブ　フリーリレーチーム　競泳
　・第42回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
　　男子10才以下200ｍフリーリレー　１位
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令和元年度秋田県スポーツ賞受賞者令和元年度秋田県スポーツ賞受賞者

◆ 功　労　賞 ◆

宮　越　雅　己
秋田県スキー連盟顧問

菅　原　弥三郎
秋田県レスリング協会副会長

佐　藤　嘉　樹
秋田県ウエイトリフティング協会常任顧問

米　山　　　隆
秋田県卓球協会副会長

下　田　恵　助
秋田県柔道連盟相談役

簾　内　　　宏
北秋田市ユニカール協会顧問

◆ 生涯スポーツ賞 ◆【個人】

由利本荘市岩城パークゴルフ協会
◆ 生涯スポーツ賞 ◆【団体】

籾　山　芳　雄
由利本荘市体育協会副会長

鎌　田　良　勝
（一財）秋田市体育協会副会長兼専務理事

青　澤　勇　悦
鹿角市相撲連盟副会長

竹　原　弘　治
大仙市体育協会神岡支部顧問

◆ 栄　誉　賞 ◆

三　浦　晧　光
秋田県弓道連盟副会長

金　　　義　悦
秋田県ラグビーフットボール協会副会長

茂　木　　　優
秋田県体育協会前副会長

◆ 特別功績者賞 ◆

国 際 優 秀 賞
鈴　木　優　花　　陸上競技 大東文化大学２年
永　原　和可那　　バドミントン ㈱北都銀行
松　本　麻　佑　　バドミントン ㈱北都銀行

国 際 奨 励 賞
川　上　紗恵奈　　バドミントン ㈱北都銀行
山　田　修太郎　　レスリング 山梨学院大学２年

優秀指導者賞
村　上　義　憲　　カヌー 由利地域振興局
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栄　　光　　賞
関　本　萌　香　　陸上競技 早稲田大学２年
杉　本　賢　真　　陸上競技 秋田高校１年
小　舘　充　華　　陸上競技 流通経済大学３年
稲　垣　愛　結　　陸上競技 花輪高校３年
門　間　順　輝　　レスリング 秋田市消防本部
櫻　庭　功　大　　レスリング 自衛隊体育学校
藤　原　颯　人　　レスリング 秋田商業高校３年
阿　部　侑　太　　レスリング 秋田県レスリング協会
菊　地　　　憲　　レスリング ＡＬＳＯＫ秋田㈱
吉　川　航　平　　レスリング 秋田商業高校(教)
岩　澤　　　侃　　レスリング 早稲田大学４年
山　田　修太郎　　レスリング 山梨学院大学２年
米　澤　　　凌　　レスリング 早稲田大学２年
島　谷　東　志　　レスリング 大東文化大学３年
後　藤　　　叶　　ウエイトリフティング 能代工業高校３年
安　部　慶　輝　　フェンシング 秋田緑ヶ丘病院
土　佐　千　乃　　フェンシング 聖霊高校３年
成　田　琉　夏　　フェンシング 専修大学１年
松　渕　真　平　　フェンシング 日本大学２年

成　田　祐　也　　弓道 由利本荘市役所
佐々木　　　優　　カヌー 秋田県カヌー協会
木　村　幸　大　　スキー 花輪高校３年
石　塚　　　結　　スキー 角館高校３年
田　口　　　慧　　スキー 角館高校３年
山　田　龍　輔　　スキー 秋田北鷹高校２年
本　田　千　佳　　スキー 花輪高校３年
畠　山　香　恋　　スキー 八幡平中学校３年
成　田　　　絆　　スキー 小坂中学校２年
向　川　桜　子　　スキー 秋田ゼロックス㈱
湊　　　祐　介　　スキー シード㈱
石　垣　寿美子　　スキー 秋田ゼロックス㈱
中　村　和　司　　スキー 秋田ゼロックス㈱
水　谷　美　穂　　スキー　 角館高校２年
齊　藤　実　祐　　スキー 法政大学３年
米　田　菜　緒　　スキー　 日本大学３年
進　藤　洸　太　　スキー　 日本大学１年
木　村　吉　大　　スキー　 専修大学３年

【個人の部】

奨　　励　　賞
髙　橋　　　凛　　水泳（競泳） 城東中学校１年
成　田　竜　也　　レスリング （公財）秋田県体育協会
鈴　木　清　也　　柔道 秋田明徳館高校４年
齋　藤　華　南　　フェンシング 秋田商業高校２年

【個人の部】

奨　　励　　賞
●第42回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
　競泳競技 秋田アスレティッククラブフリーリレーチーム
●第39回全日本バレーボール小学生大会（令和元年度）全国大会

横手バレーJr.スポーツ少年団
●高松宮記念杯第２回全日本社会人バスケットボール
　地域リーグチャンピオンシップ 秋田銀行女子バスケットボール部

【団体の部】

栄　　光　　賞
●第74回国民体育大会バスケットボール競技 秋田県成年男子チーム
●第74回国民体育大会バスケットボール競技 秋田県男女総合チーム
●第74回国民体育大会フェンシング競技 秋田県成年男子チーム
●第74回国民体育大会フェンシング競技 秋田県成年女子チーム
●令和元年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技大会
　第65回全国高等学校フェンシング選手権大会 聖霊女子短期大学付属高校フェンシング部
●内閣総理大臣杯・文部科学大臣杯争奪
　2019年度第73回全日本総合バドミントン選手権大会 北都銀行バドミントン部　永原和可那・松本麻佑組
●令和元年度全国中学校体育大会
　第41回全国中学校軟式野球大会 仙北中学校野球部
●令和元年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技大会
　第35回全国高等学校カヌー選手権大会 本荘高校カヌースプリントカヤックペア　阿部智礼・佐々木絵組
●第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会 秋田県女子チーム
●第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会 秋田県女子リレーチーム
●第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会 秋田県少年男子リレーチーム
●第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会 秋田県成年男子リレーチーム

【団体の部】

令和元年度　受賞者数一覧
賞 個人 団体

功　　労　　賞 ７名
特別功績者賞 １名
栄　　誉　　賞 ４名
生涯スポーツ賞 １名 １団体
国 際 優 秀 賞 ３名
国 際 奨 励 賞 ２名
優秀指導者賞 １名
栄　　光　　賞 37名 12団体　 70名
奨　　励　　賞 ４名 ３団体　 36名
合　　　計 60名 16団体　106名
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ホストタウンとは
　2020 年東京大会の開催により、多くの選手や観客が来訪する機会を国全体で最大限生かし、日本の自治体と、
2020 年東京大会に参加する国や地域の住民等が、スポーツ、文化、経済などの多様な分野において交流し、地域
の活性化等に活かすことを目的に、2020年を越えた末永い交流の実現を目指すものです。
　交流内容としては、「大会前後で大会に参加した外国人の選手（オリンピアン・パラリンピアン）との交流」「大
会参加国の方々との交流（外国を知り日本を伝える）」「日本人オリンピアン・パラリンピアンとの交流」を全て実
施することになっています。
　また、ホストタウンは、交流活動の 1/2 につき国の財政支援（特別交付税措置）が得られます。

受け入れ自治体 対象国 対象競技 今年度の取組状況
美郷町 タイ バドミントン タイ代表チームの交流合宿受入（R1.8）
大潟村 デンマーク ボート デンマーク代表チーム等の視察招聘等（R1.10）
大館市 タイ ボッチャ・パラ陸上 タイ代表ボッチャ選手等の交流合宿受入等（R1.9）
秋田市 フィジー ラグビー 2019ワールドカップ事前合宿受入等（R1.9）
 横手市 インドネシア バドミントン 中高生の選手のバドミントン交流派遣（R1.12）
仙北市 タイ 車いすバスケットボール 交流合宿受入（R1.10）
鹿角市 ハンガリー バスケットボール・テニス 市民を対象としたハンガリー文化紹介等を実施（R1.5）
能代市 ヨルダン テコンドー等 事前合宿や交流事業について協議を開始

（県スポーツ振興課提供 2020.1.28 現在）

　日 ･韓 ･中ジュニア交流競技会秋田大会の開催まで、あと５ヶ月となりました。日本、韓国、中国を代表する高
校生アスリートに秋田県高校選抜チームを加えた４チーム、約 1,000 人が本県に集結し大会が行われます。
　大会期間は、東京オリンピックが終了して間もない、令和２年８月 23日（日）から 29日（土）までの７日間、
秋田市をはじめとする３市１町で行われます。多くの県民の皆様から会場へ足を運んでいただき、３カ国を代表す
る高校生アスリートの熱戦をご覧いただければ幸いです。各会場とも無料でご観戦いただけます。

№ 実施競技 会場市町 競技会場 競技日（予定）
１ 陸上競技 秋田市 秋田県立中央公園陸上競技場 25日（火）、27日（木）
２ サッカー 秋田市 ソユースタジアム（八橋陸上競技場） 24日（月）、26日（水）～27日（木）
３ テニス 秋田市 秋田県立中央公園テニスコート 25日（火）～27日（木）
４ バレーボール 秋田市 秋田県立体育館 25日（火）～27日（木）
５ バスケットボール 由利本荘市 ナイスアリーナ（由利本荘アリーナ） 25日（火）～27日（木）
６ ウエイトリフティング 三種町 三種町琴丘総合体育館 26日（水）～27日（木）
７ ハンドボール 湯沢市 湯沢市総合体育館 25日（火）～27日（木）
８ ソフトテニス 秋田市 北野田公園テニスコート 25日（火）～27日（木）
９ 卓球 由利本荘市 由利本荘市総合体育館 25日（火）～27日（木）
10 バドミントン 秋田市 ＣＮＡアリーナ★あきた（市立体育館） 25日（火）～27日（木）
11 ラグビーフットボール 秋田市 あきぎんスタジアム 24日（月）、26日（水）～27日（木）

TOKYO2020 オリンピック　パラリンピック ﾎｽﾄﾀｳﾝ
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11月
　２日　JAWA全日本アームレスリング選手権大会の男子57㌔級ライトハンド部門で千葉英明（湯沢市)､男子70㌔級

レフトハンド部門で落合寿長（能代市)､女子57㌔級レフトハンド部門で高橋潤（大仙市）の３人が優勝。
同女子ライトハンド部門でも高橋潤が２位、男子105㌔級ライトハンド部門で松田智喜（横手市）が３位

12月
　１日　第73回全日本総合バドミントン選手権大会で永原・松本組（北都銀行）が初優勝
　２日　ドラフト４位で指名を受けた遠藤成内野手（にかほ市出身）が阪神タイガースに入団
　６日　全日本テコンドー協会の新会長に日本卓球協会の名誉副会長木村興治氏（秋田市出身）が就任
　15日　バドミントンのワールドツアーファイナルズで永原・松本組（北都銀行）が準優勝
　17日　2020年東京五輪の県内聖火リレールートと県実行委員会が公募していた聖火ランナー25人を公表
　22日　バドミントンS/Jリーグで女子の北都銀行が２年連続３位
　27日　全日本スキー選手権アルペン競技会技術系種目で向川桜子が回転・大回転とも準優勝。同じく大回転で水

谷美穂（角館高２年）が３位

１月
　９日　第27回JOCジュニアオリンピックカップフェンシング大会、女子エペで齋藤華南（秋田商２年）が優勝。
　　　　翌10日には、女子フルーレで土佐千乃（聖霊高３年）が３位
　28日　2020東京五輪の県内を走る推薦枠の聖火ランナー18人、１グループを県実行委員会が発表

２月
　１日　元関脇豪風の押尾川親方の「豪風引退・押尾川襲名披露大相撲」が両国国技館で開かれた。また、北秋田

市は第１号となる市民栄誉賞を授与
　２日　Ｕ‒20サッカー日本女子代表候補に武田菜々子（能代市出身）が選出
　５日　Ｕ‒17サッカー日本女子代表候補トレーニングキャンプに石川璃音（秋田市出身）が選出
　18日　第２回全日本社会人地域リーグチャンピオンシップで秋田銀行女子バスケットボール部が２連覇を達成
　22日　仙北市にたざわ湖スキー場で「2020FISフリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会」が開催
　23日　レスリングのアジア選手権男子フリースタイル86㌔級で山田修太郎（秋田商出身）が初優勝

３月
　６日　世界ジュニア選手権大会ノルディック複合団体で木村幸大（花輪高３年）を含む日本が３位

　関係団体の創立記念行事が次のとおり開催されました。誠におめでとうございます。
　今後の益々の発展とご活躍を祈念いたします。

秋田県高等学校野球連盟創立70周年記念式典 12月６日 秋田ビューホテル

ＮＰＯ法人能代市体育協会創立10周年記念式典 ２月８日 プラザ都

令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧令和元年度 関係団体創立記念行事一覧
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　本県スポーツの振興・競技力向上を図る様々な公益目的事業を実施する経費の一部に、県民及び県内外の企業・
団体様からの寄付をお願いしております。
　公益財団法人への寄付は、所得税法、法人税法による寄付金特別控除、損金算入（法人の場合）などの特例対象
となります。領収書を送付いたしますので、お手数おかけしますが、寄付の際には寄付金申込書等により事前連絡
くださるようお願いいたします。
　なお、申込書は、本会ＨＰからのダウンロードや本会からの送付等でご用意できますので、総務課（018-864-
8090）までお申し付けください。
　いっそうスポーツの振興に努め、加盟団体をはじめ行政機関とも連携し各種事業を展開して参ります。多くの皆
様のご理解とご支援をお願いたします。

　令和元年12月１日から令和２年３月20日までの間、寄付申込みをいただいた法人・団体・個人を御紹介いたしま
す｡(敬称は略させていただきます｡)

【法人・団体】
　株式会社秋田魁新報社　　　　　秋田総合リース株式会社　　　　　株式会社秋田中央機工

◎ 大口寄付者への特典のご案内 ◎
（平成30年度から、大口寄付者への特典を拡充しました［☆印])

Ａコース Ｂコース オフィシャルパートナー

年額１万円以上 年額10万円以上 年額30万円以上×３年

公益法人への寄付金として税制上優遇 ○ ○ ○

体育協会掲示板への社名掲示 ○　年度内(社　名) ○　年度内(社名ロゴ) ○　３年間(社名ロゴ)

機
関
誌
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
秋
田

直近号での社名紹介 ○ ○ ○

機関誌（冊子）の送付 ○　当該年度分 ○　当該年度分 ○　３年間

表紙裏への社名ロゴ表記 ☆ ― ― 〃

公式ＨＰへのバナー広告掲載 ☆ ― ― ○　３年間

各種式典・祝賀会等へのご招待 ☆ ― ― 〃

通信用封筒への社名ロゴ表記 ☆ ― ― 〃

バックボードへの社名ロゴ表記 ☆ ― ― 〃
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　今季の冬は希に見る暖冬、スキー関係者や県内各地の冬の伝統行事等にとっては、深刻な雪不足となったことと
思います。先の「とやま・なんと国体2020」も同様、大会は関係者の尽力により成功裏に終了。本県選手団は、
男女総合（天皇杯得点）４位、女子総合（皇后杯得点）は３年ぶり８度目の優勝と健闘しました。来年度の「美の
国あきた鹿角国体」の天皇杯・皇后杯の獲得、そして、本国体の低迷脱却にいい弾みをつけたものと思います。
　今後は、更なる競技力向上を目指して、関係者が一体となり各種強化事業を推進していきます。
　最後に、本誌の発行にあたり、ご多用の折、取材・原稿執筆、写真の提供などご協力くださいました皆様、あり
がとうございました。

編集編集
後記後記

12月17日　第３回強化委員会
　•ターゲット競技調査・分析事業について
　•第74回国民体育大会総括
　•第２回競技団体（予算）ヒアリングについて
　•次年度の選手強化対策費補助金について
　•今後の競技力向上に向けた取り組みについて
　•中学生強化選手育成事業について
　•令和２年度のテクニカルアドバイザー採用について
12月17日　第２回臨時理事会
　•財産運用管理規程の制定（案）について
　•平成30年度決算報告書過年度修正（案）について

　•第74回国民体育大会の結果について
　•第75回国民体育大会冬季大会秋田県選手団本部役員
について

　•令和元年度公益財団法人日本スポーツ協会公認ス
ポーツ指導者表彰受賞者について

　•寄付金の申込状況等について
　•オフィスカジュアルの実施について
１月16日　第２回審査委員会
　•秋田県スポーツ賞第一次審査
１月23日　第１回秋田県スポーツ賞選考委員会　

会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）

令和２年度　手続やお問い合わせはこちら
○総務課　018－864－8090
　•オリンピック ･パラリンピック候補選手支援募金　　•バスケットボール競技普及等助成金
　•県民体育大会開催事業交付金　•寄付金及び協賛金　•飲料水販売等の収益事業に関すること
　※スポーツ安全保険は、スポーツ安全協会秋田県支部まで（018－ 833－ 0360）

○スポーツ推進課　018－864－8094
　•総合型地域スポーツクラブに関すること　•チャレンジデーに関すること　•国際交流事業
　•秋田県スポーツ賞等各種表彰に関すること　•指導者の養成に関すること　•後援の承認
　•周年記念事業に関すること　•その他生涯スポーツに関すること　•トップアスリート無料職業紹介事業

○競技力向上対策課　018－864－8091
　•高等学校強化拠点校や中学生強化選手関連事業　•国体や東北総体への参加手続に関すること
　•スポーツ医科学やドーピング防止に関すること　•その他競技力向上に関すること

○スポーツ少年団室　018－866－3916
　•スポーツ少年団登録事務　
　•スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会
　•その他スポーツ少年団に関すること

ご意見ご要望は、
公式ホームページの
「なんでも目安箱」が便利
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スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 レ　ス　ト　ラ　ン
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室　　    （サウナ有）
ミーティングルーム

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322
http://www.noshiroyamamotokouikiken.jp

/kouryuu/arinasu/list.html

資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

株式会社松　田  　　

株式会社湯沢生コン

株式会社丸栄建設

株式会社出羽運輸　

株式会社エイコウ物産  　

本　社 / 湯沢市字鶴舘 39-4　TEL.0183-73-0188

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

地域の発展とともに

松田グループ

事業内容─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人
　　　  秋田税経プランニング

　　　　　税理士  髙　橋　真　一
　　　　　税理士  横　山　富　夫
　　　　　税理士  菅　谷　　　浩

本　　店／秋田市南通亀の町４番９号  　　Tel.018-833-4022
横山会計／秋田市南通築地６番34号　  　　Tel.018-853-5565
菅谷会計／秋田市土崎港東二丁目16番24号  Tel.018-845-5648
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